
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
佛
教
群
本
格
的
に
伝
来
さ
れ
だ
し
た
八
世
紀

の
中
期
以
後
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
は
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
（
断
昌
肖
四
‐

爾
岸
四
》
己
、
ｌ
認
函
頃
）
と
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
負
四
目
四
首
曾
沙
』
圏
。
ｌ
忍
切

頃
）
の
師
弟
を
は
じ
め
と
し
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
（
陣
威
騨
と
忠
ｌ
巳
鯉
）
に

い
た
る
イ
ン
ド
の
高
僧
た
ち
を
次
々
と
招
聰
し
て
、
準
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
と
評
価
さ
れ
て
い
る
言
語
を
創
作
し
て
イ
ン
ド
佛
教
を
忠
実
に
輸
入
し
、

世
界
的
な
文
化
事
業
と
い
う
尋
へ
き
チ
今
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
を
完
成
す
る
一
方
、

他
方
で
は
、
佛
教
が
チ
ベ
ッ
ト
に
定
着
し
て
い
く
中
で
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
独

自
の
展
開
を
と
げ
、
ニ
ン
マ
派
を
は
じ
め
と
し
ゲ
ル
ク
派
に
い
た
る
数
々

の
宗
派
を
生
み
出
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
は
、
西
欧
人
に
よ
っ
て
Ｆ
色
目
自
切
日
（
ラ

マ
教
）
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
る
如
く
、
ラ
マ
（
巨
騨
昌
騨
・
師
）
の
教
え
を

継
承
し
て
い
く
師
資
相
承
を
中
心
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に

お
い
て
は
、
宗
派
は
各
鳧
独
自
の
師
資
相
承
を
有
し
、
釈
尊
か
ら
現
在
の

立
川
武
蔵
著

「
西
蔵
佛
教
宗
義
研
究
第
一
巻
」

Ｉ
ト
ゥ
カ
ン
「
一
切
宗
義
』
サ
キ
ャ
派
の
章
Ｉ

I

川

一

乗

さ
て
、
本
書
「
西
蔵
佛
教
宗
義
研
究
第
一
巻
」
は
、
こ
の
よ
う
な
チ

ベ
ッ
ト
佛
教
を
代
表
す
る
す
べ
て
の
宗
派
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
と
宗

義
と
を
集
大
成
し
た
．
切
の
宗
義
の
起
源
と
綱
要
を
示
す
〃
善
説
水
晶

鏡
″
」
（
９
号
目
昏
巴
］
号
騨
冒
の
。
且
］
内
包
唇
目
、
§
卦
巨
呂
旦
〕
己

稗
目
冨
］
の
鴇
尿
邑
恥
巳
喝
】
ｇ
①
］
：
）
の
中
の
第
五
章
「
サ
キ
ャ
派

（
留
め
ご
曾
冨
）
の
章
」
の
解
読
研
究
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
第

二
代
ト
ゥ
カ
ン
・
ロ
サ
ン
チ
ュ
ー
キ
’
二
（
目
冒
官
ご
丙
急
四
口
国
。
罵
自

呂
○
鞭
汽
買
鄙
目
四
￥
弓
笥
１
く
扁
呂
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
チ
愚
ヘ
ッ
ト
の
佛
教

お
よ
び
佛
教
史
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
っ
て
、
〃
ト
ゥ
カ
ン
の
シ

自
分
に
い
た
る
ま
で
の
克
明
な
師
資
相
承
の
系
譜
を
記
録
し
、
そ
の
上
で
、

自
ら
の
宗
派
の
教
義
（
宗
義
・
の
昼
二
国
二
言
）
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
文
献
の
中
に
、
「
伝
記
（
冒
冒
言
昏
閏
）
」
や

「
師
の
系
譜
（
匡
騨
冒
喝
二
（
］
）
」
と
い
っ
た
種
類
の
も
の
が
多
数
見
出
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
に
お
け
る
宗
派

は
、
‐
釈
尊
以
来
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
諸
学
派
の
教
義
を
、
と
き
に
は
簡
単

に
、
と
き
に
は
詳
細
に
記
述
し
た
上
で
、
自
ら
の
宗
派
の
形
成
（
師
資
相

承
）
と
宗
義
と
を
述
ぺ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
自
ら
の
宗
派

が
、
イ
ン
ド
佛
教
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
と

い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
宗
派
が
イ
ン
ド
佛
教
と
一
直
線
上
に

あ
る
こ
と
を
意
敵
し
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
姿
勢
こ
そ
が
、
あ
の
チ
ベ

ッ
ト
大
蔵
経
を
生
み
出
し
た
資
質
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
同
じ
く
、
イ

ン
ド
佛
教
を
輸
入
し
た
中
国
の
佛
教
受
容
の
姿
勢
と
比
較
す
る
と
き
、
そ

の
相
異
に
注
意
さ
れ
よ
う
。
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ヤ
ル
キ
メ
ロ
ン
〃
と
い
う
呼
称
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
も
の
の
如
く

で
あ
る
。
そ
の
所
以
は
、
本
言
に
お
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
加
く
に
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
よ
う
な
「
宗
義
（
四
号
目
昏
息
）
」
は
、
一
般
的
に
は
、

ジ
ャ
ム
ヤ
ン
シ
ェ
ー
・
〈
（
圏
四
日
巳
）
葛
尉
冒
営
且
も
Ｐ
》
屋
涜
ｌ
弓
隠
）

に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
「
大
宗
義
（
９
号
目
昏
昏
３
２
］
目
。
）
」
の

内
容
が
、
前
七
章
ま
で
に
お
い
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
佛
教
以
外
の
諸
学
派

を
扱
い
、
第
八
章
有
部
、
第
九
章
経
量
部
、
第
十
章
唯
識
派
、
第
十
一
章

ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カ
中
観
派
、
第
十
二
章
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
ヵ
中
観
派
と

な
っ
て
い
る
如
く
に
、
「
チ
唇
ヘ
ッ
ト
人
の
手
に
よ
る
イ
ン
ド
哲
学
思
想
理

解
の
集
大
成
」
と
い
っ
た
内
容
で
、
「
主
と
し
て
、
イ
ン
ド
思
想
、
特
に

佛
教
を
取
り
扱
い
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
諸
学
派
は
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
宗
義
」
の
一
般
的
傾
向

に
対
し
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
「
一
切
宗
義
シ
ャ
ル
キ
メ
ロ
ン
」
は
、
「
イ
ン

ド
佛
教
に
は
わ
ず
か
一
章
の
み
を
あ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
諸
学
派
に
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
頁
数
を
さ
い
て
い
る
」
と
い
う
特
色
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
チ
§
ヘ
ッ
ト
佛
教
を
主
と
し
て
と
り
あ
げ
る

大
部
な
「
宗
義
」
は
こ
の
「
一
切
宗
義
」
以
外
に
は
見
あ
た
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
注
目
さ

れ
て
き
て
い
る
。
す
で
に
、
望
削
昇
の
冒
邑
叶
騨
己
騨
”
》
国
。
冒
貝
国
鳥
‐

目
騨
。
↑
Ｅ
Ｃ
菌
。
冒
芹
○
冒
号
冨
冒
』
己
、
．
詞
二
の
開
等
に
よ
っ
て
研
究

さ
れ
、
章
に
よ
っ
て
は
そ
の
章
の
全
訳
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、

こ
れ
ら
の
研
究
者
の
成
果
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
「
サ
キ
ャ
派
の
章
」

に
対
す
る
学
界
最
初
の
学
問
的
研
究
成
果
で
あ
る
。

本
書
は
、
第
一
部
「
序
論
」
と
、
第
二
部
「
『
一
切
宗
義
」
サ
キ
ャ
派

の
章
訳
註
」
と
、
そ
れ
に
第
三
部
「
テ
キ
ス
ト
、
系
図
、
そ
の
他
」
と
の

三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
部
「
序
論
」
（
一
’
五
四
頁
）
は
、
イ
ン
ド
↓
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す

る
佛
教
概
論
と
も
い
う
。
へ
き
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
「
宗
教
に
お
け
る
二
つ
の
極
」
で
は
、
俗
と
聖
、
迷
い
と
悟
り
、
人

と
佛
、
と
い
う
宗
教
問
題
の
基
本
が
ま
ず
述
尋
へ
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ
「
宗
教
の
歴
史
的
背
景
」
で
は
、
④
チ
ベ
ッ
ト
に
佛
教
が
伝
来
さ
れ

た
歴
史
的
背
景
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
佛
教
史
と
、
②
チ
尋
ヘ
ッ
ト
の
佛
教
受

容
の
歴
史
経
過
と
そ
こ
に
成
立
し
た
各
宗
派
の
形
成
と
が
、
き
わ
め
て
簡

明
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
「
ト
ゥ
カ
ン
「
一
切
宗
義
」
」
で
は
、
１
「
テ
キ
ス
ト
と
著
者
」
と
し

て
、
テ
キ
ス
ト
の
構
成
内
容
と
著
者
ト
ゥ
ヵ
ン
の
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
加
え
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
現
今
ま
で
の
研
究
事
情
も
簡

単
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
構
成
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
）
内
は
、
本
書
の
底
本
で
あ
る
．
コ

ン
ル
ン
ｅ
喝
『
旦
目
・
佑
寧
）
版
の
枚
数
で
あ
り
、
全
体
で
三
○
六
枚
で

圭
価
〉
グ
（
》
Ｑ

目
録
（
二
枚
）

総
論
及
び
イ
ン
ド
佛
教
（
二
九
枚
）

イ
ン
ド
以
外
の
地
に
お
け
る
佛
教
と
他
の
思
想

①
’
一
ン
マ
詞
副
目
目
色
派
（
二
一
枚
）

②
カ
ダ
ム
国
温
息
彊
Ｐ
日
め
派
（
一
七
枚
）

③
カ
ギ
ュ
ョ
向
島
胃
賜
且
派
（
三
四
枚
）

Ｑ
〉
－
０



側
シ
チ
エ
唾
言
ご
呂
派
（
二
枚
）

⑤
サ
キ
ャ
留
切
ご
騨
派
（
二
四
枚
）

⑥
チ
ョ
ナ
ン
］
○
口
目
派
（
一
五
枚
）

⑦
ゲ
ル
ク
ロ
鳴
旨
粥
派
（
八
七
枚
）

⑧
ボ
ン
園
。
国
教
（
八
枚
）

⑨
中
国
儒
教
及
び
道
教
（
一
五
枚
）

⑩
中
国
佛
教
（
一
六
枚
）

⑪
モ
ン
・
コ
ル
及
び
シ
ャ
ン
雫
ハ
ラ
留
冒
ｇ
Ｐ
医
（
一
九
枚
）

次
に
、
テ
キ
ス
ト
の
著
者
ト
ゥ
カ
ン
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
い
ま
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。
た
だ
、
こ
の
テ
キ
ス

ト
の
内
容
か
ら
し
て
、
ト
ゥ
カ
ン
が
生
き
た
一
八
肚
紀
と
い
う
時
代
は
、

チ
、
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
た
ち
が
中
国
や
蒙
古
と
い
う
地
を
も
含
め
た
広
い
世
界

に
活
躍
で
き
た
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
う
か
が
え
る
。

２
弓
宗
義
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
」
で
は
、
「
チ
今
ヘ
ッ
ト
に
お
い
て
は
著

作
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
が
決
っ
て
お
り
、
作
者
達
は
自
分
の

著
作
が
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
か
を
意
識
し
、
そ
の
題
名
の
中
に
ジ
ャ

ン
ル
名
を
含
ま
せ
る
の
が
普
通
で
あ
る
」
と
述
ゞ
へ
、
そ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル

と
は
、
⑩
弟
子
が
師
の
伝
記
を
ま
と
め
る
場
合
の
よ
う
に
、
一
人
の
僧
侶

の
生
涯
を
年
代
順
に
追
っ
て
ゆ
く
「
伝
記
（
昌
四
日
日
閏
）
」
、
②
タ
ー
ラ
ナ

ー
タ
や
プ
ト
ン
の
佛
教
史
の
よ
う
に
、
一
般
に
学
派
ご
と
に
現
わ
れ
た
僧

侶
達
の
簡
単
な
「
伝
記
」
の
連
続
体
で
あ
る
「
佛
教
史
（
呂
○
の
与
冒
ら
」
、

③
師
と
弟
子
と
の
関
係
に
力
点
を
置
い
て
学
派
の
人
脈
な
ど
が
描
か
れ
て

い
る
「
師
の
系
譜
（
匡
夢
司
鴎
二
ｓ
」
、
側
イ
ン
ド
や
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
な
ど
の

各
学
派
に
お
い
て
確
立
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て
い
る
教
義
を
述
べ
る
「
宗
義

（
四
号
冒
普
息
）
」
等
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
、
そ
の
書
題
か
ら
し

て
い
「
宗
義
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
が
、
実
際
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
各
章
の
前
半
に

は
、
②
「
佛
教
史
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

３
弓
一
切
宗
義
』
サ
キ
ャ
派
の
章
の
構
成
」
で
は
、
ま
さ
し
く
本
書

で
解
読
研
究
さ
れ
て
い
る
「
サ
キ
ャ
派
の
章
」
の
構
成
内
容
に
つ
い
て
の

略
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

の
総
じ
て
サ
キ
ャ
派
の
宗
義
の
形
成
過
程

②
特
に
サ
キ
ャ
派
の
主
要
な
法
で
あ
る
道
果
説
等
の
形
成
過
程

⑧
サ
キ
ャ
派
の
見
解
の
解
説

と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、
①
は
い
わ
ゆ
る
サ
キ
ャ
派
の
「
佛
教
史
」
で
あ

り
、
③
と
③
と
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
「
宗
義
」
の
独
自
な
価
値
の
あ
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
て
い
る
。

Ⅳ
「
基
本
概
念
」
で
は
、
佛
教
を
理
に
お
け
る
重
要
な
術
語
、
目
臥
Ｐ
〕
国

（
］
国
富
・
見
）
、
ご
房
巴
冨
（
吋
口
四
日
且
侭
・
分
別
）
、
宮
名
目
８
（
の
冒
○
切

冒
・
戯
論
）
、
喝
昌
冨
‐
四
目
鳥
ゅ
（
鴨
目
ｇ
‐
巨
圃
旨
冨
・
所
取
能
取
）
、

号
目
閨
．
甘
騨
は
ｇ
尉
騨
（
の
冒
凰
ｇ
・
顕
現
）
、
ｇ
風
口
苣
（
鳫
冒
巳
・
迷

乱
）
、
胃
ご
ｏ
盟
胃
四
目
四
（
ｍ
ｇ
Ｏ
Ｈ
ｇ
冨
厨
目
・
加
行
位
）
、
日
田
且
巴
蝕

宜
屏
包
］
Ｅ
ｓ
Ｃ
Ｈ
・
マ
ン
ダ
ラ
）
、
ロ
ｇ
自
己
肖
騨
目
四
（
肩
ご
凰
凰
日
・
生
起

次
第
）
、
昌
噌
四
目
畠
胃
四
日
魚
（
ａ
Ｎ
品
唖
目
目
・
究
党
次
第
）
等
の
概
念
規

定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
こ
こ
に
示
し
た
術
語
の
み
を
取
り
あ

げ
て
い
る
が
、
他
に
も
難
解
な
佛
教
用
語
の
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
い
ま
は
、
著
者
が
本
書
に
お
い
て
解
読
を
行
な
っ
た
に
つ
い
て
、
最

低
限
度
こ
れ
だ
け
の
術
語
の
概
念
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
解
読
が
困
難
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で
あ
ろ
う
と
い
う
著
者
自
身
の
解
読
に
あ
た
っ
て
の
配
慮
か
ら
、
こ
れ
ら

の
術
語
に
対
す
る
説
明
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

Ｖ
「
道
果
説
」
は
、
本
書
に
お
い
て
解
読
研
究
さ
れ
た
「
サ
キ
ャ
派
の

章
」
に
お
け
る
代
表
的
な
キ
サ
ャ
派
の
教
義
で
あ
り
、
密
教
を
説
で
あ
る

「
道
果
説
」
に
関
す
る
解
説
で
あ
る
。
道
果
説
と
は
、
き
わ
め
て
簡
単
に

著
者
の
言
葉
で
紹
介
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
迷
い
と
い
う
悟
り
の
『
因
」
か
ら
修
行
と
い
う
『
道
」
を
経
て
悟
り

即
ち
「
果
」
に
至
る
と
い
う
の
が
佛
教
に
お
け
る
修
道
論
の
一
般
的
理

解
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
『
道
」
と
は
「
俗
』
の
極
で
あ
る
『
因
』
と
、

『
聖
』
の
極
で
あ
る
『
果
』
と
の
仲
介
者
と
考
え
ら
れ
る
。
。
…
・
『
道
」

に
よ
っ
て
『
俗
」
と
『
聖
」
と
の
二
極
は
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
直
接
的
に
し
よ
う
と
す
る
大
乗
仰
教
徒
、

特
に
佛
教
タ
ン
ト
リ
ス
ト
は
『
果
」
を
動
的
な
も
の
と
し
て
把
握
し
、

「
道
」
に
己
に
『
果
柵
一
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
考
え
た
。
。
…
…
こ
の
よ

う
に
元
来
仲
介
者
で
あ
る
『
道
」
に
Ⅱ
的
で
あ
る
「
果
」
を
ひ
き
こ
む

方
法
は
、
『
道
果
」
（
扇
日
与
国
い
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
思
想
に
特
に
顕

著
で
あ
る
。
「
道
果
」
と
は
「
果
を
有
し
て
い
る
道
」
（
盲
日
与
国
妨

冒
号
か
国
騨
口
冨
）
の
略
称
で
あ
る
」

と
。
こ
の
道
果
説
に
関
し
て
、
第
一
に
「
道
果
説
の
歴
史
的
背
景
」
を
ま

ず
略
説
し
、
続
い
て
、
第
二
に
「
『
金
剛
句
偶
」
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
道

果
説
」
と
し
て
、
サ
キ
ャ
派
の
道
果
説
が
展
開
さ
れ
る
基
本
と
も
な
っ
た

金
剛
句
偶
（
罰
§
且
①
菌
冨
函
民
菖
）
を
取
り
あ
げ
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
と

の
関
連
の
上
で
、
そ
の
最
も
重
要
な
部
分
の
和
訳
と
解
説
と
を
行
な
っ
て

い
る
。
最
後
に
、
第
三
に
は
ヨ
テ
プ
テ
ル
。
コ
ン
ポ
」
が
伝
え
る
道
果
説
」

と
し
て
、
サ
キ
ャ
派
の
本
家
に
伝
わ
っ
た
道
果
説
の
伝
統
の
他
に
も
幾
つ

か
の
道
果
説
の
伝
統
が
あ
っ
た
そ
の
中
の
一
つ
を
代
表
に
取
り
あ
げ
、
そ

の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
る
。

Ⅵ
「
輪
廻
浬
築
無
差
別
の
思
想
」
で
は
、
道
果
説
が
「
照
空
無
取
（
鴨
昌

鼻
呂
巨
侭
旨
皀
＆
）
」
と
表
現
さ
れ
る
輪
廻
と
浬
渠
と
の
無
差
別
を
説
く

思
想
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
し
て
い
る
。
こ
の
「
照
空
無
取
」
と
は
、

、

①
心
は
照
（
認
識
の
対
象
と
し
て
顕
わ
れ
た
も
の
）
で
あ
る
。

、

②
心
は
空
（
幻
）
で
あ
る
。

③
心
は
照
で
も
あ
り
空
で
も
あ
り
、
照
と
空
と
の
融
合
し
た
も
の
で
あ

、
、

り
、
照
と
も
空
と
も
把
握
で
き
な
い
無
取
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
照
↓
空
↓
無
取
と
い
う
三
段
階
と
し
て
佛
道
修
行

が
よ
り
高
次
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
句
で
あ
る
。
こ
れ
が

道
果
説
の
見
解
で
あ
り
、
第
三
の
段
階
こ
そ
が
そ
の
最
終
目
的
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
三
段
階
は
、
八
世
紀
の
イ
ン
ド

学
僧
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
「
大
乗
佛
教
は
唯
識

派
と
中
槻
派
に
分
れ
る
。
唯
識
派
は
ま
た
有
相
唯
識
派
と
無
相
唯
識
派
と

に
二
分
さ
れ
る
が
、
後
者
は
前
者
よ
り
も
高
い
位
に
あ
る
。
中
観
派
は
最

高
位
に
位
置
す
る
」
と
い
う
教
判
を
継
承
し
た
も
の
と
さ
れ
、
第
一
段
階

は
有
相
唯
識
派
に
、
第
二
段
階
は
無
相
唯
識
派
に
配
当
さ
れ
、
第
三
段
階

こ
そ
「
中
観
派
の
哲
学
を
そ
の
理
論
的
基
礎
と
し
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

Ⅶ
「
結
び
」
で
は
、
チ
。
ヘ
ッ
ト
佛
教
に
共
通
な
態
度
と
し
て
の
顕
教
か

ら
密
教
へ
と
い
う
展
開
が
サ
キ
ャ
派
の
見
解
の
上
に
も
、
も
と
よ
り
顕
著

で
あ
る
こ
と
を
述
ぺ
、
顕
教
に
あ
っ
て
は
、
真
実
は
主
客
に
対
す
る
不
断
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第
二
部
「
『
一
切
宗
義
』
サ
キ
ャ
派
の
章
訳
註
」
（
五
五
’
一
○
六
頁
）

は
、
ま
さ
し
く
本
書
の
課
題
で
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
解
読
研
究
で
あ
り
、
訳

（
五
五
’
八
九
頁
）
と
註
（
九
○
’
一
○
六
頁
）
と
よ
り
成
っ
て
い
る
。

訳
出
は
、
底
本
の
頁
（
葉
）
数
と
行
数
と
を
逐
一
示
し
な
が
ら
す
す
め

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
サ
キ
ャ
派
の
章
」
が
大
き
く
三
章
に
分
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
、
そ
の
章
名
に
よ
っ

て
明
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
第
一
章
は
サ
キ
ャ
派
の
佛
教
史
で
あ
り
、
第

二
章
は
サ
キ
ャ
派
の
中
心
教
義
で
あ
る
道
果
説
の
形
成
史
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
第
三
章
の
「
サ
キ
ャ
派
の
見
解
の
解
脱
」
は
、
ま
さ
し
く
サ
キ
ャ

派
の
宗
義
が
解
説
さ
れ
て
い
る
哲
学
的
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の

第
三
章
に
少
し
く
興
味
が
引
か
れ
る
の
は
、
そ
の
内
容
が
イ
ン
ド
佛
教
文

献
と
ど
の
程
度
に
関
係
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
点
に
注
意

す
る
と
、
こ
の
章
の
前
半
の
「
顕
教
の
見
解
」
の
中
に
は
、
聖
提
婆
の
四

百
論
第
八
章
の
第
一
五
偶
が
引
か
れ
、
先
に
紹
介
し
た
道
果
説
の
三
段
階

の
否
定
の
彼
方
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
否
定
の
彼
方
に
あ
る
真
実
を
、

逆
説
的
に
主
客
の
融
含
（
俗
の
肯
定
）
の
中
に
証
悟
す
る
と
こ
ろ
に
密
教

の
面
目
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
、
「
序
論
』
を
終
え
る
に

あ
た
っ
て
、
最
後
に
「
ト
ゥ
カ
ン
『
一
切
宗
義
』
（
サ
キ
ャ
派
の
章
）
が

最
後
に
達
し
た
も
の
、
そ
れ
は
逆
説
で
あ
っ
た
」
と
の
言
葉
を
も
っ
て
結

ん
で
い
る
。

第
一
部
「
序
論
」
が
終
り
、
三
九
’
五
四
頁
に
「
序
論
註
」
が
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
り
、
本
文
と
同
様
に
重
要
な
教
示
を
与

え
て
く
れ
る
。

を
解
説
す
る
た
め
の
典
拠
と
さ
れ
、
ま
た
後
半
の
「
密
教
の
見
解
」
の
中

に
は
、
道
果
説
の
第
三
段
階
を
解
説
す
る
中
に
、
竜
樹
の
中
論
第
七
章
の

第
三
三
偶
ｃ
ｌ
ｄ
が
引
か
れ
、
一
切
が
縁
起
の
故
に
無
ｎ
性
で
あ
る
こ
と

を
確
立
す
る
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
佛
教
と
の
直
接
的
な
関
係
と

し
て
は
、
こ
の
二
典
拠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
、

そ
の
解
説
文
の
中
に
は
中
論
を
背
景
と
し
た
空
思
想
の
展
開
が
多
く
看
取

さ
れ
る
。

次
に
、
訳
出
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
本
来
な
ら
ば
、
訳
文
の

全
て
に
わ
た
っ
て
逐
一
検
討
す
尋
へ
き
で
あ
る
が
、
い
ま
は
訳
文
を
通
読
し

て
思
い
つ
い
た
点
を
一
つ
指
摘
し
て
私
見
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。
そ

れ
は
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
に
お
け
る
中
観
説
解
説
の
一
つ
の
．
〈
タ
ー
ン
と
し
て
、

一
切
法
は
ｇ
ｏ
ロ
唱
号
（
真
実
な
る
も
の
と
し
て
成
立
す
る
．
諦
成
）
、

も
し
く
は
ｇ
ｏ
回
百
・
（
真
実
な
る
も
の
と
し
て
有
で
あ
る
．
諦
有
）
と

見
る
と
こ
ろ
に
目
①
ロ
目
閥
目
（
真
実
な
る
も
の
と
執
著
す
る
．
諦
執
）

が
共
生
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
の
否
定
と
し
て
ｇ
の
口
冒
且
（
真
実
な
る

も
の
と
し
て
無
で
あ
る
・
諦
無
Ｉ
勝
義
無
）
が
あ
り
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｃ
国
再
目

（
真
実
な
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
．
諦
空
）
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
と

い
う
の
が
、
ｇ
の
旨
と
い
う
語
を
中
心
と
し
た
術
語
の
関
係
で
あ
る
と
、

ツ
ォ
ン
カ
パ
（
目
“
呂
匡
〕
凹
冒
・
宗
喀
巴
）
な
ど
の
チ
《
、
ヘ
ッ
ト
文
献
の
上

で
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
も
こ
れ
ら
の
術
語
が
、
や
は
り
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
術
語
に
関
連
し

て
、
解
説
文
の
中
に
「
す
．
へ
て
の
も
の
は
ハ
ラ
リ
と
無
な
る
も
の
と
な
り

（
号
ｏ
砂
昏
昏
二
慶
凰
一
（
一
ず
号
ご
旨
①
（
一
（
盲
屋
禺
皀
堕
一
鈎
高
８
）
」
と
あ
る
一

文
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
の
か
。
そ
の
意
味
は
「
す
。
へ
て
の

戸の
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も
の
は
真
実
な
る
も
の
と
し
て
存
在
し
な
い
（
諦
無
Ｉ
諦
空
）
と
〔
了
解

さ
れ
、
す
。
へ
て
の
も
の
は
真
実
な
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
執
着

（
諦
執
）
が
〕
脆
く
崩
れ
さ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
部
「
テ
キ
ス
ト
、
系
図
、
そ
の
他
」
（
一
○
七
’
一
六
六
頁
）
は

次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
成
っ
て
い
る
。

Ｉ
弓
一
切
宗
義
』
サ
キ
ャ
派
の
章
テ
キ
ス
ト
で
は
、
本
章
の
テ
キ
ス

ト
の
底
本
と
な
っ
た
東
京
大
学
蔵
暴
コ
ン
ル
ン
寺
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
が
掲
示

さ
れ
、
特
に
異
版
シ
ョ
ル
嬰
巳
版
と
の
対
校
が
な
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
「
『
一
切
宗
義
」
サ
キ
ャ
派
の
章
系
図
」
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
中
に
述

寺
へ
ら
れ
て
い
る
「
『
一
切
宗
義
」
に
お
け
る
コ
ソ
困
巨
ｃ
冒
氏
」
「
顕
教
の

教
説
の
伝
承
」
「
。
コ
ン
ｚ
ｏ
Ｈ
派
」
「
ゾ
ン
切
目
目
派
」
「
ツ
ァ
ル
罵
冨
Ｈ

派
」
「
道
果
説
の
系
統
」
等
が
系
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
「
「
金
剛
句
偶
』
目
次
」
で
は
、
道
果
説
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
金

川
句
偶
の
科
文
が
チ
ベ
ッ
ト
原
語
で
示
さ
れ
、
三
異
本
の
頁
行
数
も
示
さ

れ
て
い
る
。

Ⅳ
「
「
金
剛
句
偶
」
テ
キ
ス
ト
」
で
は
、
金
剛
句
偶
の
一
本
（
Ｆ
煙
く
ｇ
，

国
〕
Ｆ
騨
日
丘
胃
院
も
質
］
獣
Ｈ
〉
罰
ｌ
ぢ
い
）
の
リ
プ
リ
ン
ト
が
掲
示
さ
れ

て
い
る
。

Ｖ
「
『
一
切
宗
義
」
サ
キ
ャ
派
の
章
索
引
」
で
は
、
テ
キ
ス
ト
（
サ
キ
ャ

派
の
章
）
の
「
和
漢
↓
チ
、
ヘ
ッ
ト
」
の
索
引
が
作
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
困
難
な
解

読
研
究
を
遂
行
さ
れ
た
著
者
の
努
力
の
ほ
ど
が
窺
わ
れ
る
。
本
言
は
、
著

者
の
「
ま
え
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
「
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
協
同

に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
言
語
・
歴
史
・
宗
教
・
社
会
の
総
合
的
研
究
」
の
成

果
の
一
部
で
あ
り
、
日
本
に
招
来
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
学
僧
と
日
本
の
研
究

者
と
の
協
同
に
よ
る
研
究
と
い
う
こ
と
が
一
九
六
一
年
以
来
行
な
わ
れ
て

き
た
そ
の
最
初
の
成
果
で
あ
る
。
実
は
、
筆
者
も
、
こ
の
「
総
合
的
研
究
」

の
末
席
を
汚
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
一
人
の
学
力
で
は
そ
の
責
任

を
完
遂
で
き
る
も
の
で
な
く
、
著
者
で
す
ら
チ
今
ヘ
ッ
ト
人
学
僧
か
ら
の
多

大
な
教
示
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
如
く
、
チ
↑
、
ヘ
ッ
ト
人
学
僧
の
協
力

な
く
し
て
は
遂
行
し
え
な
い
研
究
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

思
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
学
、
特
に
こ
の
「
一
切
宗
義
」
の
よ
う
な
テ

キ
ス
ト
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
と
佛
教
学
（
哲
学
）

と
が
不
分
離
に
密
着
し
て
関
係
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
チ
琴
ヘ
ッ
ト
の

歴
史
に
対
す
る
知
誠
と
佛
教
灸
理
に
対
す
る
知
識
と
を
合
わ
せ
持
た
な
け

れ
ば
、
そ
の
研
究
は
完
全
な
も
の
と
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
近
代
の
哲
学

（
佛
教
学
）
と
歴
史
と
が
分
離
さ
れ
た
学
問
で
は
間
に
あ
わ
な
い
と
い
う

噂
へ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
本
書
の
成
果
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
か
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
本
書
の
よ
う
な
成
果

が
日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
公
刊
さ
れ
え
た
こ
と
の
意
義
を
思
い
、
著

者
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

言
５
版
横
組
、
一
六
六
頁
、
一
九
七
四
年
、
東
洋
文
庫
、
非
売
品
）
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